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　　　　　　　　　緒　　　　言

　島根県においては，カミキリムシ科（Cerambycidae）

に属する昆虫は，他の甲虫類に比較して相当多く記録さ

れている．この科が鞘翅目申最多の種類をもつ大群であ

り，形や色彩の変化に富んで採集者の興味をひくことに

もよるが，それよりもっと一大きい理由は，水戸野武夫※※

・藤村俊彦※繍・大竹昭郎蝋※※各氏の在住にあったと

考えられる．従って本県記録の多くは，これらの専門家

によってたしかめ・られたものであり，それだけに正確で

信頼のおけるものが多い．

　この目録にあげた種類は，大竹・三浦。筆者および目

録I（工〕と同様，多くの学生有志の採集したものと，長藤

幸造※燃その他の採集記録や筆者の手元にある文献に基

いたものであるが，とうてい島根県全体のカミキリムシ

類を完全に集録することは不可能であって，採集地・も限

られた地域にとどまり・これらの種類も摩地も，その一

部を知る資料に過ぎないのであるが，今後この方面の同

学の士によって次第に補正されることにより，完全に近

づくものと期待している．

　カミキリムシ科の昆虫には，果樹などの樹木の害虫が

多いので，説明のところどころに若干の知見を加えた

が，今までに周知の事実と思オ）れるものは記入の手数を

省いた．説明文申のGOthic体数字は成虫の発見された

月を示し，発生地は，その郡や市の名であらわし，各個

体ごとの採集月日や詳しい地名などは繁雑を避けて省略

した．

　ただし特に個体数の少ない種類では，採集された山や

その地の町村の名などを採集月日とあわせて記入したも
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のがある．

　目録に使用した学名と和名は，分類学上の正否にかか

わらず，この目録を利用するのに都合のよいようにと，

日本昆虫図鑑（11）に従い，それに記載されていない種に

ついては原色日本昆虫図鑑（9）により，それでなわ不足し

た種名については，その都度，引用文献の番号を付した．

　目録を記するにあたり，標本や記録を提供していただ

いた各位に深甚の謝意を表する．

　　　　　　　　　目　　　　録

　Fam111a　CERAMBYCIDAE　カミキリムシ科
／．　Sクo惚∂ツ〃8ろ〃ク7θ8まo〃θs　LINNポ

　　ムネマルクロカミキリ　ークロカミキリー

　VI～X；全県下に普通．マツ類などの伐材地で採集

されることが多い．

2　　亙鮒ツ♪o∂α肋加8z　GAHAN

　　ベイツヒラタカミキリ　ーべ一ツカミキリー

　X，成虫はVI～VIHに発生（9）とされているが，隠

岐にわいて24－X－／948（12）にスダジイの樹皮下から採

集されている．

3　肋gψ83脇κ0WHITE
　　ウスバカミキリ

VH・VnI，全県下に産するが，採集個体は意外に少

ない．多種の樹木の枯死・寓朽したものに穿孔する．

4　　P〃o〃鮒脇脇Zo〃s　Ml0TscHULsKY

　　ノコギリカミキリ　ーノコギリムシー

　VI～VIn，全県下に普通で，スギ・ヒノキなどの

針葉樹やブナ・ニレなどの切株や腐朽した根に穿孔する．

体の大きさの変異の幅広く，雌雄での差も大きい．

5　　P3ψ肋c肋57肋刎g〃HAR0LD

　　コバネノコギリカミキリ　ーコバネカミキリー

　VH；隠岐20－VII－／958の記録があり，仁多（三

成）では9－VII－／959に採集した．ブナの枯木に穿入し
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ブナのある山地で発見されるが，燈火にも飛来すること

がある（11）といわれる．

6　　一α5〃物αg〆αα〃∫BLEssIG

　　ホソカミキリ　ーホソバカミキリー

　VII；隠岐，八東と三瓶山の記録がある．三瓶山

13－VIト1953（大竹）。

7．　S玄吻oooク〃s6α〃〃砿μ榊ぬBATEs

　　フタコブルリハナカミキリ

　Vn；三瓶山・浜田の記録があるが，あまり多くな

い．

8．　ム肋〃1α伽6ψ加鮒BATEs

　　キバネニセハムシハナカミキリ　ーアカチビカミキ

　　リ・キバネチビハナカミキリー

　IV；隠岐，県下本土では記録を押らない．

9．　Lθ肋〃α〃s〃肋泌〆oξSEKI

　　アカイロニセハムシハナカミキリ　ーニシムラニセ

　　ハムシハナカミキリー

　V；平田（鰐淵山）（3）の記録がある．

10．　ム召榊〃αグ〃！冴ゐ07α劣PIc

　　ピックニセハムシハナカミキリ

　V；平田（鰐淵山）（3）．

／1　　－46肋α30クs刎〃伽玄ol　GEBLER

　　ヒナルリハナカミキリ

　IV・V’；隠岐29－IV－1958，鰐淵山の記録がある．

／2．　月〃o宛ξαα榊召伽oテαBATEs

　　セスジヒメハナカミキリ　ーセスジハナカミキリー

　V；隠岐5－V－1958の記録があるが，県下本土での

記録がない。

13　P〃o郷α伽肋zs　KRAATz

　　チャイロヒメハナカミキリーヤマノハナカミキリー

　VI；三瓶山　17－Vト／953．W・V；隠岐．

／4．　0榊ク肋1o伽1αク吻〃oξS0LsKY

　　フタオビノミハナカミキリ　ーフタオビチビハナカ

　　ミキリ・ヨツボシチビハナカミキリー

　IV．V；隠岐。平田（鰐淵山）．

15．　Zψ肋〆αg70％〃α加BATEs

　　オオハナカミキリ・

　VII；松江（枕木山）（11）の記録がある。

／6　Lφ肋グα8肌6θ∂”伽LEwIs

　　アカハナカミキリ　ーハンノキアカカミキリ・アカ

　　バキクスイー

　VII・Vm，全県下に普通にみられるが，隠岐から

の記録を知らない．

17　　ムψ肋1αακ泌α切PANzER－Zα棚z榊παBATEs一

　　ヤツボシハナカミキリ　ーツキワハナカミキリー

　V～VII；隠岐・出雲・三瓶山・大田国

第11号A農学（1％3）

　　　／8　　ムψ肋グαoκ伽加f　加脇伽o〃刎s　MOTscHULsKY

　　　　一ムα．玄8〃閉α8鮒0んα勿αOHBAYASHI一

　　　　　ツマグロハナカミキリ

　　　　V；三瓶山　21－V－／953，

　　　／9　　1二φ肋10〃goκs　BATEs

　　　　　オオヨスジハナカミキリ　ーオオムツモンハナカミ

　　　　　キリー

　　　　Vn・VIn，出雲・三瓶山・益田・鹿足．

　　　20．　λ犯oμo幽γo〃z07カゐαθ苑6ωσ玄αBATEs

　　　　　ミヤマクロハナカミキリ

　　　　VX；隠岐　6－VI－1958．

　　　2／．　8〃〃昭〃o榊oψ加拠ツ肋ク〃〃αBATEs

　　　　　ニンフハナカミキリ

　　　　VL　Vn；隠岐．本土の県下にも産すると考えられ

　　　るが記録を見ない．

　　　22　S肋秘gα肋oo伽σcθoグω伽加M0TscHULsKY

　　　　　ヨスジハナカミキリ　ーヨスジカミキリ・ハナカミ

　　　　　キリー

　　　　y～V－HI，全県下に普通に見られる．

　　　23．　C”06ψんα肋8グ郷”σ仏s　LINNぜ

　　　　　ムナクボサビカミキリ

　　　　VII・VIn，三瓶山。簸川（用儀）．

　　　24　　C〃ocψ〃σ〃50肋〃肋〃’〃物colo■GAHAN

　　　　　ツシマムナクボカミキリ

　　　　Vn；三瓶山　18－VII－1％0．

　　　25　　肋后α肋ん〃醐切MlIT0N0et　NIsHIMURA

　　　　　スネケブカヒロコバネカミキリ

　　　　YH；隠岐　13～20－VIト1958．（12）

　　　26．　8云肋んo刎α〃50加グo〃θ8BATEs

　　　　　カッコウメダカカミキリ　ーニセカッコウメダカカ

　　　　　ミキリ。ニセアリモドキカミキリ・カッコウモドキ

　　　　　カミキリー

　　　　VII；隠岐20－VII－1958．

　　　27．　、Sチ肋ツ97初〃肋g〃o伽肋o’α肋伽BATEs

　　　　　ヨツボシカミキリ

　　　　VI；浜田（5）・隠岐｛9）。

　　　28．　lSオ吻o伽ツαs　c1ωξ8θグαBATEs

　　　　　アメイロカミキリ　ーヨツメムシー

　　　　V・VI；隠岐・松江　5－VI－1952．

　　　29　　X災〃oc〃α8Z0δ05αOLIyIER

　　　　　アオスジカミキリ　ーセスジカミキリ・フタスジマ

　　　　　ルクビカミキリー

　　　　V～Vn；隠岐（9）・出雲（日御碕）・仁多（阿井）・浜

　　　田。

　　　30　　〃α〃o物妙兆グα∂∂4BLEsSIG

　　　　　ミヤマカミキリーナラカミキリ・クヌギカミキリー
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　Vn且，安来・三瓶山・益田・鹿足。隠岐（9），普通種で

クリなどの樹幹に穿孔する害虫として知られるが，夜行

性のためか意外に記録や採集個体が少ない．全県に産す

ると思われる．

31．　．pツ〃8加∫ゐα肋伽〃〃8PAsc0E

　　クスベニカミキリ　ーコマヒゲブトカミキリー

　Vn；松江・仁多（三成）．浜田・隠岐，クス・タブな

どのクス科植物の害虫であるが，成虫は好んで花に集ま

る。

32．　Zθoチ2肋舳加〃伽TH0Ms0N

　　ホソアオカミキリ　ーミドリカミキリー

　V～VH；隠岐・松江・仁多・出雲・三瓶山・浜田。

ろ5　児08α肋肋玄伽HAROLD

　　ルリボシカミキリ

　Vn；鹿足（六日市）29－VIト1％1（長藤採集）．

34　　82肋α弼o切3－1αρo那κ㈱LAc0RDAIRE

　　スギカミキリ　ースギノクロカミキリー

　VI；隠岐．

35．　∫6刎α物o肋8ノψo〃α4s　f．〃α加％α加ξKAN0

　　ワタナベフタオビヒラタカミキリ

　V；大原（大東）．（3）

36　　Co〃2∂吻刎閉カカ脇惚MOTSCHULSKY

　　ヒメスギカミキリ

　V亙・V亙亙；隠岐・松江・仁多・益田・鹿足，スギ・

ヒノキ叱バなどの害虫で，材の移動にともない広がる

ので，丸太の運搬には，これを考慮すべきであろう。

3ア　　Xツ2o〃θ6伽婚c12肋伽s25CHEvROLAT

　　トラカミキリ　ートラフカミキリ・クワトラカミキ

　　リ・ハヂカミキリ・オオトラムシー

　VII；仁多・出雲・大田・三瓶山・浜田・益田・鹿足

・隠岐，（9）クワの根株に好んで穿孔するので，クワの古

木のあるところで普通に見られ，1本の樹から数頭を得

ることも珍しくない．

38　　Xツ2o炉θ肋㈱6〃犯θψ〃3脇s　KRAATz

　　ウスイロトラカミキリ　ーチャバネトラフカミキリ

　　・キアシトラカミキリー

　VH・Wn；隠岐（9〕・三瓶山．

39．　αツ肋8ツθ∂oθ郷ケs　KANO

　　トウキョウトラカミキリ

　IV・V；浜田7－IV－1955　（イチヂク枝上），鹿足

（館谷）V－1953（ナシの花上）．（14）

40．　Cツ〃oc抄肋50αク70〃ωBATEs

　　キスジトラカミキリ

　VII；三瓶山・浜田．

41．　C〃07ψ尻o伽8〃0〃肋κs　PAsc0E（8〕

　　キイロトラカミキリ

　VI・VH；松江・浜田。鹿足．

42．　C〃oタoク加閉8ノαク0”c㈱CHE▽ROLAT

　　エグリトラカミキリ　ーコクロトラカミキリー

　VI・VH；隠岐・仁多．

45　　C〃010ク”oグ洲2脇％4〃φα∫αα肋s　CAsTELNAU　et

　GORY
　　ヨツスジトラカミキリ　ーイツスジトラカミキリー

　VH；浜田（5）．

44．　C〃070ク乃o榊8α％〃〃α〃s　FABRIcIUs

　　タケトラカミキリ

　wI；松江。益田・鹿足、

45　0〃o〆oカゐ07郷励α伽〃伽f2粥〃グ3〃〃81MlATsUsHITA

　　クロトラカミキリ

　VH；松江・仁多．

46．　Rゐαクカ〃榊α泓刎肋〃αBATEs

　　ヒメクロトラカミキリ

　IV：隠岐24－IV－1958，

47　1）肋肋o伽παWHITE

　　ホタルカミキリ

　VI皿・VIn；隠岐・松江・三瓶・浜田。

48　肋ゆ舳62舳8ま肋㈱肌后3GUERIN＿MENEvILLE

　　ベニカミキリ

　V～VII；隠岐・安来・松江・出雲・三瓶・浜田・

益田・鹿足・邑智．

49　　P〃ゆ〃〃6吻蜘功κ加5z1z51M10TscHULsKY

　　ヘリグロベニカミキリ

　VI；隠岐6－VI－1958．

50　　〃o1oκん〃s屋coワ〃〃ω　MATsUsHITA

　　コジマヒゲナガコバネカミキリ　ーコジマコバネカ

　　ミキリー

　V；平田（鰐淵山）．（3）

51　　ルZo1oκゐ洲zs乃肋〃伽0亘BAYAsHI

　　カェデヒゲナガコバネカミキリ

　V；平田（鰐淵山）〔3）．

52　〃o〃o伽㈱∫畑8舳〃αWHITE

　　マツノマダラカミキリ　ーマツノトビイロカミキリ

　　。マダラカミキリ・アミメヒゲナガカミキリー

　VI；浜田〔5），マツノ害虫として知られるが，その他

の地方での記録をもたない．

53．　五”oκocんα榊〃s脇わグα∫o加肋3BATEs

　　ヒメヒゲナガカミキリ

　VI・Vn；隠岐・三瓶山／3一▽II－1953，仁多9－

VII＿1962．

54．　D肋α榊〃伽8カo〃∂o乏oグBATEs

　　ビロウドカミキリ

　VI；隠岐　12－VI－1958。
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55．　Cツク〃o2α2z〃〃〃05αBATEs

　　センノカミキリ

　V；隠岐　5－V－／958．

56．　ル他oツ伽クク洲ρ〃肋60閉ξs　BATEs

　　イタヤカミキリ　ーハンノキトビカミキリー

　VI亙；浜田。

5ア．　ルω伽o㈱云〃6〃〃〃z∫5s物oo〃〃肋8TH0Ms0N

　　ゴマダラカミキリ　ークワゴマダラカミキリ・ホシ

　　カミキリ・ゴマカミキリ・ヤナギカミキリー

　Vn・VXn；隠岐を含む全県下に最も普通で，イチ

ジク・ヤナギなど数多くの樹木に穿孔する害虫として知

られ，樹皮にかみ傷をつけて産卵するといわれる．ω

58．　E〃μo肋〃s7肋〃DALMAN

　　ホシベニカミキリ　ーアカホシカミキリ。ベニホシ

　　カミキリー

　WI　V亙H，隠岐　安来・浜田　クス科の樹木に穿

孔するが，成虫はイヌグスの芽を食うといわれる．（11）

59．　3o玄0c6グα伽〃01αまαCHEvROLAT

　　シロスジカミキリ　ーカミキリムシ・オオカミキリ

　　・シラフカミキリ・クリカミキリー

　VI～VnI，隠岐（9〕を含む全県にオ）たって普通で，ク

リなどの害虫としてよく知られる．

60．　λク〃o惚αg〃榊α〃ノψo妨6αTH0MlsON

　　クワカミキリ　ービワムシ・。クワノミドリカミキ

　　リー

　VH・Vm，隠岐（9）を含む全県下に産す　きわめて普

通で，クワ・ビワ・イチジク・柑橘の害虫として知られ

る。

61．　1吻θs0802o％9ψ〃〃眺BATEs

　　ナガゴマフカミキリ

　VII’V’HI，隠岐・安来．

62．　ル他80sα榊ツoがノα左o〃oαBATES

　　ゴマフカミキリ　ーハンノキゴマフカミキリ・ハン

　　ノキゴマダラカミキリー

　yI・VH，隠岐・浜田，クワその他の潤葉樹の枯木

や立木の枯死部内に生息する

63．　肋∫05α∫θ〃κs　BATEs

　　タテスジゴマフカミキリ　ーウスアオゴマフカミキ

　　リー

　yII；隠岐20－V’II－／958．

64．　！V抄乃o棚o！〃κα加BATEs

　　ハイイロヤハズカミキリ　ータケノハイイロカミキ

　　リ・ムギカミキリー

　WI；隠岐・浜田，マダケ・シノダケ・アズマザサ

の枯桿に穿孔するが，成虫は時にムギの穂を食するとい

う．

65－　P〃グoloク〃06α〃o肋BATEs

　　　トガリシロオビサビカミキリーオオサピカミキリー

　VI；隠岐　30－Vレ／958．

66．　Pま〃o1oク〃020〃oτo　BATEs

　　アトジロサビカミキリ

　V～Vn；隠岐・三瓶山，　クワ・ミズキ・フジ・ネ

ムノキρ枯木を害するが，ゴトウヅル。ヤマフジなどの

枯蔓にも穿入し，カラタチの枯木にも穿孔するようであ

る．（4）

67．　P畑〆o2o声〃αノ〃9o∫αBATEs

　　ナカジロサビカミキリ

　V亙；三瓶山　／7－VI－953．

68．　Pまθグo2oρ”α”舳〃1α肋CHEvR0LAT

　　ワモンサビカミキリ

　W；隠岐30－VI－1958．

69．　児乞odoが粥α16〃ξ3クBATEs

　　セミスジカミキリ

　VH；三瓶山／6－VIレ／956，仁多9－VII－／959．

70，　01肋κo肋ク肋56肋舳3PAsc0E

　　ムネホシシロカミキリ　ーヤツクロホシムネボソシ

　　ロカミキリー

　VH；仁多（三成）2／－VII－／％0。

ア1．　01伽κ伽ψ肋s06チo声〃∫彦〃α肋3∫oグ閉o∫〃脇∫PIc

　　タカサゴシ1コカミキリ

　y；出雲（日御碕）（3）・松江。八束（布志名）。

72．　8ツ∂o畑α∂〃〃多co加BATEs

　　ヨツモンヒダトリサビカミキリ　ーシ’ラクモサビカ

　　ミキリ・ホソオビカミキリー

　Vn；三瓶山　／6－VII－／952．

73．　五伽s08θ〃α8ク榊｛o1αBATEs

　　クワサビカミキリ

　yI亙；三瓶山　16－VII－1952．

74．　λ〃α60惚o肋8クα6妙μ20〃θs　TH0Ms0N

　　タテジマカミキリ

　VH；仁多（三成）9－V∬一／959，カクレミノの葉

上に触角を前にそろえて伸ばし静止するものを採集．

75．　8夕伽αo〃伽o肋BATEs

　　アヤモンチビカミキリ

　yn；三瓶山　／6－VIト1952．

76．　．S〃〃〃勿郷肋肋〃〃o玄郷BATEs

　　フタモンイトヒゲカミキリ　ーハスオビヒゲナガカ

　　ミキリ・フタモンドウボソヒゲナガカミキリー

　Vn；仁多（阿井）／6－VII－／％2，雑木の「まき」を

積みあげた上で採集．

7ア．　P8〃〃0601α棚o肪z48ゴσ力o初α姑BATEs

　　ドウボソカミキリ



近木英哉：島 根県の昆虫目録皿 一31一

　V；出雲（3）。

78．　Eπ06肋〃郷g〃〃〃α肋s　BATEs

　　シラオビゴマフケシカミキリ

　VII；三瓶山　16－VIr－／952．

79．　ム功oク郷3肋2α肋8BATEs

　　ゴマダラモモブトカミキリ

　VHi；仁多（三成）9－VII－1959，三瓶山　13－VII

－1955．

80．　亙〃θ〃αクゐαooθ1o切BATEs

　　ヤツメカミキリ

　VH；三瓶山　↑9－VIト／％0，隠岐（9）．

81．　GZθ例θαグ2”o肋PAscOE

　　シラホシカミキリ

　VI；隠岐　30－VI－1958，三瓶山．（15）

82．　P〃α82刎θα！0グ肋惚ラSAUNDERs

　　ラミイカミキリ

　V亙・WI；松江23－Vト1％0，　鹿足（六日市）23

－VII－1961，ラミーの茎，ムクゲの幹枝を加害する．

83．　亙が4刎θαoo〃zθ∫BATEs

　　ヨツキボシカミキリ’

　V1I；隠岐7－VII－／958，仁多（阿井）16－VII－

1％2．

84．　0加7ωo倣α〃BLEssIG

　　ホソキリンゴカミキリ　ーホソキカミキリ・セアカ

　　ウスグロリンゴカミキリー

　VI；隠岐，．30－VI－1958（門脇）（・｝の記録では和名

がホソリンゴヵミキリとされており，それならば0．

伽g伽刎切8BATESであるかも知れないが，学名はα

砂”肋αとされているので，この種としておいた．

85．　0肋〃α加肋86刎8BATEs

　　フチグロチャバネリンゴカミキリ　ーヒメリンゴカ

　　ミキリー

　W；隠岐27－VI－1958，

86　0加〃αノψo伽6αTHUNBERG

　　リンゴカミキリ

　Ym，安来・松江・三瓶山・浜田・益田，サクラ・

リンゴ。ナシなどの害虫で，成虫は葉や枝を食害し，幼

虫は枝に穿孔し，その部分の枝は膨大するといわれる．

87．　ハ肋が2〃α榊〃身肋〃ωBATEs

　　ヘリグロリンゴカミキリ

　Vn；三瓶山．（15）

88　　P伽玄oθαα〃力砂吻伽s　GAUTIER

　　キクスイカミキリ　ーキクスイー

　V亙；松江，全県にわたり産するものと考えられるが

確かな記録はない．有名なキクの害虫で茎をかんで倒す。

89　　0〃θo％o榊αノ加肋勿勿μクo物oo　GAHAN

　　ルリカミキリ　ールリヒラカミキリ・キツノルリカ

　　ミキリ。ナシルリカミキリー

VI・WI；隠岐・松江，ナシなどの害虫と・して知ら・

れる．

90．　Ps060肋吻伽2o〃s　PAsCOE

　　キボシヒゲナガカミキリ　ーキボシカミキリ・スズ

　　キカミキリ・トウキョウキボシカミキリー

　隠岐，採集年月日など不明であるが，隠岐を含むと明

記されている（9）ので記録した．

91　　Do伽ゐoψ70soク郷ツo冶oツo榊伽GREssITT

　　ヨコヤマヒゲナガカミキリ

　三瓶山，採集年月日は明記されていないが，石原（6）に

より頂上付近で採集された．

92．　P〃o伽αgグα〃α〃〃BATEs

　　オオヒメハナカミキリ　ーオオナカグロハナカミキ

　　リー

　隠岐，採集年月日は不明であるが原色日本昆虫図鑑に

明記されている．（9）改訂版では隠岐については記せられ

ていない。

　　　　　　　　　付　　　　記

　この目録を書き終った直後，藤村※によって隠妓のカ

ミキリムシ科の新しい記録が発表されているが，ここに

はとりあげられなかった．なお島根・山口・広島の3県

の県境にある冠山（海抜1，339m）において発見されて

いる（13）ものに，次の2種があげられるが，明らかに島

根県産とは断定できないのでここに付記した．

1．　λ榊oμo伽1αク〃〃αBATEs

　　ヒメアカハナカミキリ

2．　五榊〃ツ8肋s8α秘g〃肋ψθ勿伽8BLEssIG

　　ムモンベニカミキリ　ーヂョウセンベニカミキリー

※　Konty｛　30　（3）：205－212．1962（英文）

　　　　　　　　分　　布　　表

　この目録のカミキリムシの県内分布の概略が一見でき

るように，次の表をつけた．この表の区分は目録I（1）と

全く同様にした．なわ付記の2種は？で記入した．
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　　　　　　　　引　用　文　献

1・近木英哉：島農大研報．1g．：3今’4亨デ1g今2

2．藤村俊彦：新昆虫　10（3）：12－21．1957

3．藤村俊彦：新昆虫　10（5）：22－24．1957

4．福井勇三郎　新毘虫　10（／2）　44．1957

5．浜田昆虫同好会1昆虫石見　1　25－53．1951

6．石原保：新昆虫　1（3）：34－35．1948

7．KAD0wAKI　H　隠岐島昆虫目録1　5－6．1958

8．加藤正世1分類原色日本昆虫図鑑　9．／933東京

9
．

／0．

／／．

／2．

／3．

／4．

15．

近畿昆虫同好会：原色日本昆虫図鑑（上）甲虫編，

　　1955大阪

小島圭ご　新昆虫　4（7）　ろト32．／951

水戸野武夫・小島圭ご　日本昆虫図鑑12／2－／252．

　　1950東京

水戸野武夫：新昆虫　12（2）：46．1959

三好和雄：新毘虫　12（5，6）：／4－16．／959

向原照雄：新昆虫　9＜／0）：46．1956

岡田雅裕・成瀬悟郎：浜田高校生物学部会報2
　　（1）　：　4－24．　1949

s岨㎜㎜鮒y

　Nmety　spec1es　of1ong1com　beet1es（Cerambyc1d），wh1ch　have　been　co1茎ected　by　the　author

and　other1nvest1gators　up　to　the　present　m　Sh1mane　Prefecture　are　recorded　m　th1s11st

　Bes1d，es　them　two　other　spec1es　wh1ch　were　found　m　Mt　Kammun　standmg　on　the　bound．ary

among　Shmane，Yamaguch1and－H1rosh1ma　Prefecture　are11sted1n　th1s　paper
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A11st　of　cerambyc1d－beet1es1n　Sh1mane

　　　Prefecture

Fa㎜11y　CERAMBYCIDAE
助oηゴツZあろμクrθ立o〃θ5LINN宣

11：鮒〃oゐ肋赫づGAHAN

雌go伽舳παWH工TE

1）〃0〃伽伽脇Zα〃3M0TcHULsKY

1）∫砂ん㏄肋5κ舳g卯HAR0LD

1）z5姥刎αg閉α〃5BLEssIG

8姥η060閉30〃閉Zθψθ〃〃づ5BATEs

工θ刎〃Zαゐ6φ如刎BATEs

工θ〃〃Zα加5〃：η〃rαクSEKI

工θ〃刎Zα〃φ柘んorα”PIc

A6刎αθoが刎舳肋GEBLER

1）〃o〃αα刎θ材α切BATEs

P〃o刎αゐろ〃5KRAATz
0〃ψ肋Zoゐγαク脇zZoz　S0LsKY

ム砂肋rαgrα〃〃励αBATEs

工θク肋rααブ6〃α肋PANzER

ム砂肋〃3zκ6θあ〃ωLEwIs

一乙砂肋rαブθgακ3BATEs

A〃oμoゐブo刎orカんαθ”ωη励αBATEs

8炉α〃9α1o肋oブクんα〃ツ伽クんμ1αBATEs

8炉伽gα伽oo加伽ψ5・加カαM0TscHULsKY

ωooθ幼α1〃3閉5枕〃5LINN丘

Crωoψ加1〃∫oろθけ肋〃z4刎60Zor　GAHAN

24．

25．

26．

27．

28．

29．

30．

31．

32．

33．

34．

35．

36．

37．

38．

39．

40．

41．

42．

43．

44．

45．

46．

47。

正b尾励α励r醐肋1MlIT0N0et　NIsHIMU良A

戯肋乃o刎αZz430Zぴo〃ωBATEs

8姥〃ツ9γ刎〃伽q〃α6ブ伽oカα肋〃z　BATEs

8姥伽∂ブツα∫oZαが9κσBATEs

Xツ5炉06καg肋05αOLIvIER

泌ZZα刎的πrα6∂αBLEssTG

pツr63た5ゐ〃〃z励づ6郷PAsc0E

工θo励加刎ηか〃θTH0Ms0N

Ro∫α肋ろ励65づHAR0LD

8θ刎”zo肋5Jαクo〃ω∫LAc0RDAIRE

Cα〃泌舳rψψθ舳εM0TscHULsKY

灼1o所θ6ん雌6〃〃伽ωCHEvR0LAT

Xyo炉κ肋∫6舳ψ6舳3KRAATz
CZツ肋∫ツθゐθ郷ゐKAN0

Cツれ06Zツ肋56αクro〃θ∫BATEs

C〃oroクゐoブωπo肋肋κ3PAsc0E

C1zZoro少加閉3μクo〃o〃∫CHE▽R0LAT

C〃oブoψんo閉5g〃加qz4θ弛56加切3CAsTELNAU

　　et　G0RY

Cん1oブo少んo〃5α〃〃Zα〃3FABRIcIUs

C〃oro助o閉56肋θ舳㍑〃肪醐脇

　　MATsUsHITA

Rんαク加z伽α励刎加肋αBATEs

肋ηoo肋舳5娩5㈹ZαWHITE

地η061〃刎ω3泌カ36加肋5BATEs

D舳伽r〃肋WHITE
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P鮒ク鮒π6舳3Zθ伽伽〃κ尾zGUERIN・MENEvILLE

P〃rヵ〃ブ乞oθη鮒5クθ6妨ろづ”5M0TscHULsKY

泌Z0ブ6ん鮒是0〃刎αz　MATsUsHITA

肋Zoro肋3ゐ肋1zαブαづOHBAYAsHI

D挽α伽伽鮒！〃μ6砿or　BATEs

Cツ仰づoZαZ〃”鮒づo∫αBATEs

ル6ツ〃ψク鮒ク泌づooo〃ガ∫BATEs

ル1伽伽3炊6ん加θ舳5ゐ

　　　刎αω1〃加3TH0Mls0N

E妙ブo刎〃3ブ必κDALMAN

B励06ぴαZ加θoZα肋CHE▽R0LAT

Aグづo伽gθ〃刎〃ゴ砂o〃づoαTH0Ms0N

ハ4と505α1o〃9ψθ〃加5BATEs

雌∫o∫α伽ツo熔ゴαクo加6αBATEs

泌503α5θη〃3BATEs

Mクゐo刀α一伽κα肋BATEs

P姥㌘o1o少励αω〃砿αBATEs

P姥roZoク〃αzo〃α肋BATEs

P姥roZo少〃αゴ〃905αBATEs

P姥rOZ0少”αα〃〃〃Zα肋CHEvR0LAT

Rゐo6oク加α1θωゐづBATEs

01肋κα刎ク肋301α閉5PAsc0E

OZ肋θ6〃妙切∫ooカoψω肋Zα肋3

　　　∫or刎05α〃鮒PIc
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（1）

（2）

8ツ6o〃加6如αr北α肱BATEs

脇∫03θZZα3加加o1αBATEs

A〃αoo売o切5クκんツクαo〃θ3TH0■Ms0N

8ツろrαoブ∂加励αBATEs

8刎召r〃〃5屍刎αo〃Zα肋5BATEs

1⊃1∫θ肌ZooαZα刎o院眺ゴαクo加α4∫　BATEs

E”06θ励閉5g泌肋Zα肋3BATEs

Lθづo少鮒3ガZZα肋3BATEs

E〃姥炉αク肋06θ1o肋BATEs

G1θ〃6αrθ”o切PAsc0E

PαブαgZθ〃θαノわr肋〃θ乞SAUNDERs

E加g’Zθ〃ωoo刎63BATEs

0ろκθα閉材α肋BLEssIG

0ろθrθα加ろθ56θ燗BATEs

0ろθrω／砂o〃καTHUNBERG

Nψ3θrんα刎αrg加θZZαBATEs

P脆ヅoθαα閉ガηθ〃炉z3GAUTIER

Cんブ60ηo刎α力r肋惚z／αクo〃καGAHAN

P5αc0挽θα肋Zα”∫PAsc0E

DoZ如んo卯050〃3ツo尾oツ伽〃づGREssITT

P〃o加αgブα11励々”BAT台S

A〃o少ZoゐrαクツrブんαBATEs

A刎αブツ∫〃55α〃9・〃刎ψ～〃刎∫BLEssIG


